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序 文

本調査は文部省から補助金を受けて、1987年度から1989年度までの３年間にわたり、山梨県

内の焼き物の窯跡を調査した報告書であります。補助金の事業名は『生産遺跡分布調査』で、

主として古代より近代までの焼き物の窯跡の分布調査を行いました。

本県は古来より焼き物の生産活動についての記録や伝承は極めて少なく、近世甲斐の代表的

地誌である『甲斐国志』にも、髪焼き・土器・土鍋などの産地が僅かに４カ所記載されている

だけで、「本州二陶工ハ無シ」とあります。今日、窯業地域として知られているものは、江戸

時代後半に盛んになった若草町加賀美や、明治初期におこった甲府市里垣・甲運地区、あるい

は双葉町龍地の瓦製造ぐらいしか見当たりませんが、現在、これらの地でさえも製造業を営ん

でいる家は僅かで、多くは瓦問屋や瓦葺職人などへ転業しております。

今回の調査では、境川村で古墳時代後期６世紀末～７世紀前半の、須恵器を生産した登り窯

が発見されたのをはじめ、白鳳時代の瓦窯では、敷島町天狗沢窯、甲府市川田窯などを調査し、

その広がりや窯遺構の遺存状態の確認調査を行いました。奈良時代では、甲斐国分寺・尼寺な

どに瓦を供給した甲府市桜井町上土器遺跡を調査し、近くに幾つかの窯が存在したことも明ら

かとなりましたが、既に削平をうけて窯本体は消滅し、灰原だけが残っていたものであります。

平安時代では、須玉町大小久保遺跡で土師器を焼いたと思われる平窯が、町教育委員会によっ

て発掘されておりますが、この近くに布目瓦や須恵器を焼いた窯の存在も想定されております。

中世の窯跡は、遺跡としても文献上でも発見することができず、皿・杯・土鍋などの土師質土

器がどこで生産されたのか分かっておりません。

江戸時代後半になって髪や瓦、あるいは土人形などの生産が活発となり、各地に窯が築かれ

たようですが、有田の磁器、瀬戸の陶器、常滑髪などの運搬が盛んとなるにつれて衰退し、中

央線の開通によって多くの窯は閉じられたと言われます。

今回の窯跡分布調査によって、本県の窯業史の一端が把握できたものと思われますが、この

ほかにもまだまだ多くの窯跡が地中に眠っているものと思われます。本書を窯業遺跡の基礎デー

ターとしてご利用いただくとともに、更に充実した内容になりますよう、今後ともご尽力をお

願いする次第です。末筆ながら、本調査にご協力いただいた市町村教育委員会、窯跡の地権者、

直接作業に当たられた方々に厚く御礼申し上げます。なお、窯跡出土炭化材の鑑定に当たられ

た東京都埋蔵文化財センター千野裕道氏には、ご多忙中のところ貴重な成果をお寄せいただき

幸甚に存じております。

1990年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



例 目

１，本報告書は、文部省の補助金を受けて、1987年度、1988年度、1989年度の３年計画で実施

した『生産遺跡（窯業遺跡）分布調査』の報告書である｡

２，本報告書は末木健が編集し、第Ｉ章～第Ⅳ章は末木健が、付編は財団法人東京都埋蔵

文化財センター千野裕道氏が執筆した。

3、写真撮影は末木健が行ったが、小倉焼窯跡出土品の撮影は長谷川毅郎（日本写真家協会

会員・東京写真専門学校講師）による。

４、調査の採集品・出土品・写真・図面は、山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

５，本調査の分布調査・参加者は次のとおりである。

＜1987年度＞小田切絹子、渡辺鈴子、飯田美代子、宮川真由美、戸田富士子、小林敬子、

斉藤さっき、深田淡路、小林佐津恵、宮川好子、春田永子、長田すみ子、田中春美、佐野靖

子、八房静江、小川苗美、竜沢みち子、弦間千鶴、小林としみ、＜1988年度＞石原はつ子、

梅林はなの、田中弘子、長田久江、長田くみ子、長田可祝、出月遊亀子、水川志津子、輿水

久子、斉藤チトセ、五味宮子、吉野美恵子、丸茂貴江、丸茂たつ子、丸茂ふさ子、長田和子、

矢崎悦子、出月満寿江、矢崎ます子、宇野文子、＜1989年度＞出月遊亀子、長田久江、石原

はつ子、梅林はなの、宇野和子、小林としみ、長田明美、長田くみ子、保坂吾良吉、飯室力、

内藤賢一、中込よしみ、矢崎米子、矢崎ます子、小林敬子、小林よ志子、米山八重子、米山

とくの、斉藤多喜子、斉藤つね子、斉藤百代、土屋ふじ子、塩島富美子、中沢典子、中沢美

智子、出月満寿江、江川勝子、塩島博夫、内藤真知子、雨宮穂波

６、この調査にあたっては、次の組織や方々に御指導及び協力をいただいた。記して謝意を表

したい。

文化庁記念物課、同山崎信二・佐久間豊・松村恵司、境川村教育委員会、境川村文化財審議

会委員、敷島町教育委員会、甲府市教育委員会、同信藤裕仁、甲府市市史編纂室数野雅彦、

須玉町教育委員会、同山路恭之助、双葉町教育委員会、双葉町宇津谷諏訪神社総代、双葉町

郷土研究会、若草町教育委員会、同町誌編纂室、増穂町役場長沢まなぶ、甲府市愛宕神社、

高根町教育委員会、同雨宮正樹、谷口彰男、大柴宏之、中込茂樹、小池正蔵、甲斐地窯研究

家丹後裕美、帝京大学山梨文化財研究所、同波木井市郎・河西学、相川春樹、吉田貞臣、内

田勇、小林正博、丸茂恒夫、清水正博、小林愛造、岡亮一、春田正長、春田昭吾、竜沢勲、

久保幸平、相田泰雄、重田紀子、太田孝、東京都教育庁文化課蟹江康子（順不同・敬称略）
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第Ｉ章調査経過

第１節調査目的

本県は古代より窯業生産活動が未成熟で、目立った産業として取り上げられた事がなく、わ

ずかに、江戸・明治時代になって瓦などの生産が、甲府盆地や茅ケ岳の裾野の粘土を使って起

こされたにすぎない。しかし、古墳時代の埴輪・須恵器、白鳳時代～奈良時代の古代寺院の屋

根を葺いた布目瓦の生産は、県内で行われていたはずである。たしかに、須恵器窯ではないか

と言われていた境川村の牛居沢窯、同村下向山窯、寺本廃寺の瓦を焼いた川田窯などは、数少

ない山梨の窯として取り扱われてきたが、発見されたり調査された年代が十数年前ということ

もあり、しかも正確な資料が残されていないなど、謎に包まれている部分が多かった。

そこで、文化庁の理解と協力をえて、県内の窯業遺跡分布調査を、生産遺跡分布調査として

行う計画を立案し、1987年度より国庫補助金を受けて、３年計画で分布調査を実施することと

した。

第２節調査方法

調査は①市町村教育委員会への周知の窯の問い合わせ、②過去の調査で発見されている地区

の詳細分布調査、③窯跡推定地の試掘調査という３段階の方法で行った。①は64市町村への問

い合わせに対して、回答が11市町村から寄せられている。その内訳は古墳時代２、奈良時代１，

平安時代１，近世１，近代５、現代６，不明２の合計18地点である。②は1989年11月の一月間、

分布調査作業員によって、旧来より知られている窯跡周辺の踏査を行った。③の試掘調査は、

初年度５カ所、２年度４カ所、３年度２カ所の合計11カ所を調査した。試掘方法は窯跡推定地

にトレンチを設定し、遺構の有無を確認する方法である。遺構の確認のみに重点を置いたため、

遺構の一部しか調査をしていないので、全体の構造が不明なものも多い。また、詳細な分布調

査で発見された窯跡推定地は、壁体などが採集できた地点のみを窯跡とした。また、境川村下

向窯跡、甲府市川田窯跡、甲府市上土器窯跡の地中レーダー調査も行ったが、期待された成果

は得られなかった。

第３節調査組織

調査主体山梨県教育委員会教育長

調査機関山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者山梨県埋蔵文化財センター

作業員（分布調査・整理作業）

別に記載（例言中）

調査協力者

別に記載（例言中）

川手千興

所長磯貝正義

主査・文化財主事末木健



、

窯跡の分布は、分布図に見られるように、甲府盆地を中心にして八ケ岳山麓にまで分布して

いる。甲府盆地では、甲府市東部の甲運・里垣地域を中心として、古代・近世・近代の窯が築

かれる。この地域は広範囲に水性粘土が得られる。甲府市中心部の近代の窯は、甲府北部の花

寓岩風化土を運んで製作されたものであるが、地元の土も混ぜられた可能性もある。赤坂台の

周辺の窯は、茅ケ岳山麓の粘土を使用したもので、近代に明野村に築かれた瓦窯などもこの山

麓の粘土を利用したものであろう。八ケ岳山麓の窯は山麓の土を使用したものであるが、粘土

の量が少なく、長時間大量の生産を行うことが出来なかったようである。

、
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第２節窯業遺跡一覧表

No. 窒夕、、、 跡 名

１ 下向窯跡

２ 牛居沢窯跡

３ 天狗沢瓦窯跡

４ 川田瓦窯跡

５ 上土器瓦窯跡

６ 大小久保遺跡

７ 前田遺跡

８ 大坪遺跡

十郎橋地点

９ 荒神山遺跡

１０ 権現堂遺跡

１１ 上ノ段遺跡

1２ 信玄焼 窒タ、、、

1３ 武骨焼 窒ヴ、、、

(信玄焼窯）

１４ 宇津谷峠の腰

窯跡

1５ 宇津谷

諏訪神社窯跡

1６ 加賀美瓦窯

1７ 下積翠寺瓦窯跡

所在地・土地所有者

東八代郡境川村三梢

字下向三梢共同墓地

東八代郡境川村藤堂字

牛居沢（竜沢勲）

中巨摩郡敷島町天狗沢

(相川春樹吉田貞臣）

甲府市川田町245-2

(重田紀子他）

甲府市桜井町字上土器237.

246番地(内田勇・山田哲）

北巨摩郡須玉町下黒沢

字大小久保(峡北中核工業団地内）

北巨摩郡小淵沢町下笹尾

字前田

甲府市横根町十郎橋地点

十郎川左岸

山梨市東576

南巨摩郡増穂町看米

字権現堂

南都留郡河口湖町上ノ段

東山梨郡牧丘町西保

塩山市三日市場3237

(真島孝三）

北巨摩郡双葉町宇津谷

宇峠の腰1314

北巨摩郡双葉町宇津谷

藤塚諏訪神社境内

中巨摩郡若草町加賀美

甲府市下積翠寺町1054.

1190.1094.457-1番地他

８１半林上１．窒跡｜南画暦測』増漁町平方平林瓦窯跡｜南巨摩郡増穂町平林

時代

古墳時代

古墳時代

白鳳時代

白鳳時代

奈良時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

中世（？）

江戸時代

安政元~大正初期

江戸時代

(文化・文政）

江戸時代

(文化・文政）

江戸時代

(享保元年～）

江戸時代

(元治元年～）

江戸時代

門 字椿畠’（弘化年間）

３

生産品

須恵器（髪・高杯）

須恵器

須恵器

軒丸瓦・平瓦・丸瓦

軒丸器・平瓦・丸瓦

軒丸瓦・軒平瓦 ●

平瓦・丸瓦

土師器（杯・蓋・蜜）

土師器（蓋）

土師器（杯・皿）

土師器（坪・皿）

泥塔

茶碗・土鍋・玩具

茶碗・髪・鉢・玩具

髪・鉢・播鉢・玩具

＊甲斐国志＊年貢明細

茶碗・鉢・播鉢・髪

＊甲斐国志＊年貢明細

瓦

瓦

＊年貢明細目録

にＬ・播鉢

|瓦棚耐’

備考

不明

３基

３基

不明

３基

以上か

８基

２基

不明

３基

1基

1基

不明

不明

1基

1基

30～40基

不明

不明



1９ 境瓦窯跡

2０ 下条南割窯跡

2１ 一連寺窯跡

2２ 龍地窯跡

2３ 下向瓦窯跡

2４ 不動窯跡

2５ 秋山窯跡

2６ 愛宕窯跡

2７ 小倉窯跡

2８ 東洞瓦窯跡・外

2９ 甲運瓦窯跡

3０ 里垣瓦窯跡

3１ 龍地瓦窯跡

3２ 甲斐ヶ根焼窯跡

中巨摩郡敷島町境字西川

神明社南側

韮崎市下条南割

所在地不明

甲府市太田町５－６付近

所在地不明

北巨摩郡双葉町竜地

所在地不明

東八代郡境川村三梢

(清水正博）

甲府市塚原町字不動

小字茶碗屋

中巨摩郡甲西町秋山1136

(古郡計也）

甲府市愛宕町141付近

愛宕神社境内

北巨摩郡須玉町小倉2738

(丸茂恒夫）

北巨摩郡高根町村山北割

282外義見善光･義見市三郎

甲府市川田町・桜井町 ●

和戸町、石和町松本

甲府市善光寺・酒折

北巨摩郡双葉町竜地．

下今井

甲府市城東（深町）

江戸時代 瓦 不明

弘化年間～

江戸時代 蜜 不明

(文化年間） ＊甲斐国志

江戸時代 土器 不明

(文化年間） ＊甲斐国志

江戸時代 土鍋 不明

(文化年間） ＊甲斐国志

江戸時代 瓦 1基

江戸時代？ 鉢・蓋 不明

(１基）

明治時代 日用雑器、陶器(壷・蜜 不明

･鉢・置物・茶碗外）

明治時代 日用品・花瓶 不明

９年２月～ (消滅）

明治時代 日用雑器、陶器(壷・蜜 3基

･鉢・播鉢・茶碗外）

明治時代～ 瓦 ２基

(消滅）

明治時代 瓦年20万枚 不明

12年～

明治時代 瓦年８万枚 不明

12年～

明治時代 瓦 不明

大正３ 戸～ 花瓶・菓子器・木食上 不明

昭和５ 人像・御獄の鈴

県内の窯跡調査の結果は以上の通りであるが、このほかに窯跡と伝えられている場所があり

この調査も実施している。1988年には境川村室屋遺跡・子の神神社遺跡・温湯遺跡の３カ所を

試掘調査したが、いずれも窯跡と考えられるような壁体・焼土などは検出できなかった。また、

高根町清里の三軒茶屋で、かって大量の土器が発見されたと言われるが、現在では造成され出

土場所は明らかではない。また、明治以降は各地に瓦窯が築かれ、ここに取り上げた以外にも

明野村、須玉町、櫛形町などで操業されたという伝えがある。さらには、近代になって活躍を

始めた各地の陶芸作家も多いが、紙面の都合上、これらを網羅することはできなかった。

４



第Ⅲ章窯業遺跡の概要

第１節古代の窯

１．下向窯跡（しもむこう）

場所東八代郡境川村三柄字下向三柄共同墓地内

時代古墳時代

製品須恵器杯蓋・高杯・髪など

曾根丘陵の一角、標高392ｍの坊ヶ峰の裾が、北側の甲府盆地に突き出している、その先端

に小丘がある。小丘の上に口開塚が位置し、横穴式石室の石材が散乱している。窯跡は小丘の

南面にあったと言われ、発見年代は明らかではないが、地元の清水新吾氏が墓塘を掘り下げた

際に、大量の焼土と須恵器が出土し、その断面には蒲鉾状に焼土の輪が確認されたという。こ

のときに採集された遺物は第２図に示してある（橋本博文１９７９「甲斐における須恵器生産」

『丘陵」６号）。

この窯跡の確認のために、1987年12月１日～11日の間、遺構確認のための試掘調査を実施し

たところ、焼土・須恵器などは発見できなかった。このため、地中レーダー探査によって、窯

跡の確認を行おうとしたが、レーダーのデーター解析によっても、窯跡の存在を確認すること

はできなかった。

遺物の特徴（橋本報告より引用）

１）有蓋高杯(1)長脚に二段透かしを有する。透かしは長方形のものが二段三方向に切り抜か

れ、段を画するように２本の浅い不明瞭な沈線が横走する。脚は長く裾をひき、脚端部は指ナ

デで若干凹むが、それ程エッジをもっていない。しかし、内側にやや稜をもつ。杯部は浅く、

口縁の立ち上がりは短く内傾する。杯部底部内面に鞭穂整形による渦痕が残っている。なお、

蓋と思われる口縁部破片が杯部内面に逆さになって溶着している。胎土・焼成・色調は大髪に

類似する。

２）杯蓋(2)口縁部は外方に開いて端部は丸まっている。口縁部と天井部との境の稜が不明瞭

であり、天井部に一本浅い沈線が廻る。回転へラ削りは天井部の平らな面の小範囲に施されて

いる。色調は灰白色を呈し、表面が脆弱で瓦質に近い焼きである。胎土は前者と同じであるが、

若干大粒の砂粒の混入が少ない。復元器高3.9cm、口径15.1cmを測る。

３）大喪（３～５）胴部破片において、内面の青海波文は未調整で、外面の平行叩目はその

ままのものと、カキ目が粗く入るもの、カキ目が叩目を完全に消しているものの三者が存在す

る◎器厚10～19mmと厚手で、胎土中に後背地母岩である石英閃緑岩の径１～８ｍｍの砂粒がかな

り入り不良である。焼成は良好で、色調は鼠色を呈する。

以上、特に有蓋長脚二段透かし高坪と、杯蓋の諸特徴から、田辺昭三氏の陶邑編年によるT

K209型式に比定される。

参考文献橋本博文１９７９「甲斐における須恵器生産」『丘陵』６号

５
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２．牛居沢窯跡（うしいざわ）

場所東八代郡境川村藤堂字牛居沢

時代古墳時代

製品須恵器杯・蓋・高杯・蜜・壷・鉢

境川村役場の西側、芋沢川をまたぐ金川曾根地区広域農道の金比羅橋のたもとに位置し、曾

根丘陵の台地上面から僅か10ｍ程下った、標高350ｍ程の南西斜面に窯が３基並んで検出され

た。『境川村誌』（1978）にもその存在が記述されている。遺跡は寺尾と藤堂を結ぶ旧道（車

通行以前の道）の開削によって発見されたものであるが、正確な調査が行われたことはなかっ

た。

この遺構確認のために、試掘調査を1987年11月10日より27日まで行い、３基の窯跡を検出す

ることができた。調査着手時の旧道はブッシュになっており、遺構の位置は不明であったので、

３本のトレンチを等高線や旧道に沿って設定した。除草・表土除去を行ったところ、旧道のつ

づらおれのカーブで焼土が検出され、焼土と灰の中から須恵器破片が出土した。これを１号窯

とし、この西側の窯を２号、東の窯を３号と命名した。いずれも無段登り窯である｡

①遺構

１号窯一現存全長5.5ｍ、幅1.2ｍで、このうち灰原が２ｍほどある。灰原からは須恵器及び木

炭、壁体などが出土している。窯底の傾斜は15度である。焼成部窯底から受け部のある須恵器

杯破片が出土し、創業時期を決める手掛りとなった。

画

#識Ｉ

滝

認
鋪fﾐ蕊N≦兎ﾐ≦

第３図牛居沢窯跡位置図
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２号窯一現存全長３ｍ、幅1.4ｍで、窯の焼成室のみが残り、燃焼室、灰原は後世の撹乱によっ

て破壊されている。壁体の一部及び窯底は赤色に焼けており、相当堅くなっている。窯底には

藤が階段状に２～３段並べられ、その付近から赤色の須恵器髪破片が出土している。窯底の角

度は約30度である。

３号窯一調査長２ｍ、幅1.3ｍで、焼成部煙道あたりは撹乱を受けており、焼成部・灰原は未

調査である。窯底の傾斜は28度、内部より須恵器の杯・蓋・饗破片が出土している。

②遺物

１号窯窯底発見の須恵器杯破片が創業時期を示すものと考えられる。この須恵器は、口径１０

cmの低く内傾した口縁部があり、受け部は短く水平に付けられる｡このほか受け部がない杯及

び杯蓋、脚部に沈線と稜をもつ高杯、蜜、鉢などがある。陶邑編年ではⅡ－６、愛知県猿投窯

編年では岩崎17号窯式（７世紀第３四半期）におかれる。１～３号窯はほぼ同時期の操業と推

定できよう。

牛居沢窯遠景（中央斜面） 牛居沢1号窯(手前)2号窯(中央上）
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３．天狗沢瓦窯跡（てんぐさわ）

場所中巨摩郡敷島町天狗沢字北川

時代古墳時代（白鳳時代）

製品瓦（軒丸瓦・平瓦・丸瓦）・須恵器（杯・高杯・鉢・髪・醒・円面硯）

甲府市西側に隣接する敷島町天狗沢の丘陵南斜面に位置している本窯跡は、町教育委員会が

昭和61年～63年に行った３次にわたる発掘調査で、３基の窯跡とそれを取り囲む溝を検出した。

また昭和63年度には、山梨県埋蔵文化財センターが生産遺跡部分布調査の一環として、周辺の

試掘調査を行い、窯跡の広がりを確認した。

検出された遺構の規模は次のとおりである。

１号窯窯の全長９ｍ、幅80～90cm、窯の内部は７段の階段があり、焼成部は４ｍ、燃焼部と

灰原は段差がない無段構造をしている。現存する壁は高いところで80～90cmほど残っており、

地下式無階有段登り窯構造である。焼成部の床は傾斜が約22度である。灰原からは長さ８ｍ、

幅40～60cmの排水溝が南側に掘られ、また、窯の北側には逆Ｕ字の溝が巡らされている。これ

らの溝は雨水や地下水から窯を守る施設であろう。遺物は灰原及び溝中から出土しており、灰

原には焼土、木炭、須恵器、瓦などが大量に検出された。窯内部からは瓦が若干出土している

が、燃焼部上面には２号窯から掻き出された瓦が堆積していた。

２号窯１号窯の北西にあり、１号窯を取り巻く溝を埋め立てて造られている。全長約５ｍ、

幅1.75ｍで、１号窯に比べ幅広い窯である。焼成部には段が無く、燃焼部は．の字形に石が並

べられている。窯の掘り込みは浅く、半地下式無段登り窯構造である。燃焼部には完形の平瓦
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で消失する。溝の中からの遺物は３号窯の北側部分で最も多く、瓦・須恵器・藤などが出二

ている。

２号溝２号窯西側の試掘調査では、１号窯操業中に不良品で埋めたてられ始めた２号溝】

る。この溝は途中で、着物の袖状に膨らんでおり、ここに遺物が集中して廃棄されていた。

出土遺物

瓦（軒丸瓦２種、平瓦、丸瓦一行基式・玉縁式）、須恵器（杯・高杯・鉢・盤・髪・硯）

参考文献敷島町教育委員会１９８８『天狗沢窯跡発掘調査概報」

敷島町教育委員会１９８８「天狗沢瓦窯跡第２次調査見学会資料」

1号窯操業中に不良品で埋めたてられ始めた２号溝があ

が敷き並べられており、あたかも天井から崩落したままのように見受けられる。この窯の灰原

は掘り込みがなく、燃焼部の下方に広がっている。この窯から出土した平瓦はほとんどが格子

状叩目をもっており、１号窯が平行叩目の平瓦ばかりである点と大きく異なる。

３号窯１号窯の北東に発見された窯で、全長5.4ｍ、幅1.4ｍ規模で、燃焼部と焼成部の境界

は明確でなく、直線的な傾斜で続く◎壁はほとんど削平されており、部分的に５～１０cmが残る

にすぎない。床には瓦、須恵器が粘土とともに塗り込められており、２～３枚の層が認められ

る。窯の南には丸瓦を連結した排水口が敷設され、その排水口の先端は１号窯を取り巻く１号

溝に注がれている◎

大溝３号窯の北側に発見された溝で、幅2.5ｍのＶ字形の断面をしている。溝は台地の高い

地区に向かって幅・深さが増し、南西側の低いほうに向かって狭く、浅くなり、金山神社の裏

で消失する。溝の中からの遺物は３号窯の北側部分で最も多く、瓦・須恵器・藤などが出土し
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４．川田瓦窯跡（かわだ）

場所甲府市川田町245-2

時代古墳時代（白鳳時代）

製品瓦（軒丸瓦・平瓦・丸瓦・鵬尾・博）

甲府市東部の平坦地にあり、盆地東縁を流れる笛吹川の支流、平等川の氾濫によって形成さ

れた微高地の縁に立地する。この付近一帯は良質の粘土が採取されるところから、古代より窯

業生産地として注目されていたものと思われ、近代までにも幾つかの窯が存在した。

川田窯は昭和23年、中島正行氏によって発見された窯で、微高地の裾を流れる水路中より軒

丸瓦、平瓦、鴎尾などが採取されている。

三雲芝Ｚ 幸１ｔ
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瓦出土範囲

中島氏は「現場の周囲から出土された多くは古瓦であり、瓦こそ発見されていないが、ほと

んど廃品となったらしい形跡の瓦ばかりである点、それが層をなして堆積された箇所のある点、

或は丸瓦製作用の型らしいものの出土、窯煽口に積み重ねられた煉瓦らしく、矩形立体の瓦が

発見されたこと。」などから「古窯跡であることは違論のない事実である」と報告している。

氏の採集品中には、窯の中で溶着した平瓦もあり、窯跡であることは確実であるが、平成１年

11月２１．２２日に試掘調査を実施したところ、水路に近い部分から焼土・炭・瓦などが大量に出

土した。トレンチは２本をＬ形に設定した。中島氏の調査地区と今回の試掘調査地区はほぼ同

地区と考えられるが、窯本体は戦後間もない粘土採取によって削平され、一部の遺構も検出で

きなかった。

微高地は平坦面よりも約１ｍ程高く、窯は南斜面に構築されていたものと思われる。窯は瓦

重田紀子氏宅
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第26図川田瓦窯跡表面採集軒丸瓦実測図（1948．中島氏採集）
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検証の術がない。

参考文献中島正行１９４８「甲斐国分寺瓦窯祉発見経過報告」『郷土研究２号』

；

の散布域の広がりから、１基だけではなく３～５基位の数が存在したであろう。この窯が登り

窯か平窯なのかは判然とせず、窯祉群が存在したと思われる場所は完全に削平されているので
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５．上土器瓦窯跡（かみどき）

場所甲府市桜井町上土器246.273番地他

時代奈良時代～平安時代

製品瓦（軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・丸瓦）

1985年の甲府市内遺跡分布調査によって発見された遺跡で、1987年に市史編纂委員会により

１号窯が発掘され、1988年には生産遺跡分布調査によって１号窯の西側の２号窯の調査が行わ

れている。

１号窯

１号窯の報告は甲府市史資料編第１巻に記載されているので、これを一部引用する。

「立地環境本遺跡は大蔵経寺山の南麓に広がる平地の一角、平等川や大山沢川が形成した沖

積地上にあり、標高は約263ｍである。ブドウ園内に存在する本遺跡の北側には、東西に国道

140号線が走り、南側にはＪＲ中央線が併走している」

遺跡の調査は第32図に示したようなトレンチが設定され、このうち６号、７号トレンチから

瓦・焼土ブロックなどの集中区が発見され、調査報告では、ここが窯の灰原と推定している。

｢灰原は６号トレンチ内内側と７号トレンチ内に位置する。東西８メートル、南北6.5メートル

の広範囲にわたって壁体、焼土、炭化物層を伴う瓦の集中散布が確認され、多量の瓦が10～１５

センチほどの厚さでほぼ水平に層をなして堆積していた。また、７号トレンチの中央やや西よ

りに瓦と壁体が濃密に堆積した場所が検出された。やや偏平のブロック状の壁体が1.7メート

６

＝＝

灘雲

f扉
隆6拶宕ヨニコ

塞蕊蕊蕊蕊三壌ｉ
《W湾Ｉ
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第30図上土器瓦窯跡位置図１
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ル×1.3メートルの範囲に積み重なるようにして集中しており、その上層・下層から、多量の

瓦が出土した。」

２号窯

1988年12月１日～９日の間、甲府市桜井町上土器273番地の20㎡を、内田勇氏の承諾をえて

発掘調査を行った。本窯祉は１号窯の西側、約50ｍに位置し、更にその西側にも１～２カ所の

瓦集中区が存在することがボーリング・ステッキによる調査で判明していることから、かつて

は瓦窯が微高地の南面に並べて構築されていた可能性がある。

本窯祉は、甲府市の調査した窯の灰原より西側のぶどう園中にある。表土は５cm程で瓦・土

師器・焼土・灰・壁体が敷き詰められたような面が検出される。その規模はおよそ６㎡位であ

る。焼土の下は暗灰色の砂質土となるが、この中からも壁体・瓦・土師器などが出土している。

地山は灰白色粘土層であり、トレンチ調査の結果、南側の溝が走っている可能性があった。窯

はかつて微高地上に立地していたのであろうが、土採取によって削平されてしまい、灰原だけ

が残ったと想定できる｡

出土遺物は、甲斐国分寺と同箔の軒丸瓦と軒平瓦が出土しているが、このほかに平安時代の

軒丸瓦も出土しており、伴出土師器も古墳時代前期及び平安時代に属している。

これら１号窯・２号窯の灰原検出状態を観察すると、①遺物が表土直下から面的に出土する。

②表土直下の遺物を含む層と下層では土質が大きく異なること、③伴出遺物は大部分が平安時
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一一

代土師器・須恵器であること、などの特徴がある。出土遺物の豊富さから、灰原である可能性

が最も高いが、①～③の問題点からすれば、奈良時代の灰原であるという結論には達せず、平

安時代の国分寺補修瓦製作杜という事になろう。ただ、表土直下の瓦・焼土・壁体ブロックの

面が、どのようにしてできあがったかという点の説明は不足している。本遺跡が近代の瓦生産

に粘土を供給するために、旧来の微高地を削平されたことは既に述べたが、このときに、窯が

破壊された訳で、粘土中にあった窯の壁体・瓦・焼土や住居祉中の土器は、粘土と区別されて

１カ所に廃棄されたとも考えられる。１号窯・２号窯どちらも南側に水路状の溝があり、こ

の溝付近が廃棄場所として選択されたのではなかろうか。

文献１９８９『甲府市史』資料編第１巻

末木健１９８９『年報５』山梨県埋蔵文化財センター
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６．大小久保遺跡（だいしようくぼ）

場所北巨摩郡須玉町下黒沢字大小久保

’時代平安時代

製品土師器（杯・髪）

「本遺跡は国道141号線と中央自動車道が交差する地点の北西で、若神子の集落の真西にあ

たり、北を甲川、南を鳩川にはさまれた標高400ｍの台地上、八ケ岳南麓の東端に立地する」

(報告書より）。遺跡からは４軒の住居杜と８基の平窯が発見されている。平窯は直径１～2.6

ｍの円形・楕円形・隅円方形のプランを呈し、深さ30cm～75cmの皿状の土坑である。内壁面は

焼土が見られ、底部にも焼土の堆積が見られる。また、覆土中間にも焼土層がレンズ状に堆積

しているものが観察される。内部からは杯・婆などの土師器が検出されており、土師器製作に

使われた窯と考えられている。

文献山路恭之助１９８３『大小久保遺跡』須玉町教育委員会
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第44図大小久保遺跡 7号平窯（１～８）出土遺物実測図４
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７・前田遺跡（まえだ）

場所北巨摩郡小淵沢町下笹尾字前田

時代平安時代

製品土師器（杯・蓋）

八ケ岳山麓の標高770ｍの台地上にあり、その台地上には平安時代集落と土師器製作用平窯

があった。窯は２基あり、１号窯は1.4×2.6ｍの不整楕円形を呈しており、覆土には焼土・炭

化物・灰・土師器杯・杯蓋が出土している。２号窯は1.5×2.2ｍの楕円形を呈し、覆土中から

は焼土・灰・土師器坪破片などが出土している。遺構は住居群の南東部にあり、住居群からは

若干離れて造られている。

参考文献佐野勝広１９８５『前田遺跡』小淵沢町教育委員会
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８．大坪遺跡十郎橋地点（じゅうろうばい

場所甲府市横根町十郎橋南（左岸）

時代平安時代

製品土師器（杯・皿）

甲府市東部の平坦地、標高261ｍの十郎川左岸に位置する。1975年５月に大坪遺跡発掘調査

中に、河川工事が行われており、この時、法面に土坑状の落ち込み断面が検出された。土坑内

には土師器杯、焼土、灰などが充填されていた。この遺構が窯跡なのか灰原なのかは明らかで

はないが、近くに生産遺構が存在する可能性は高い。土師器は平安時代中頃の杯・皿、及び内

黒杯で、内面に暗文の施される杯もある。

参考文献山梨県遺跡調査団１９７６『大坪』
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９．荒神山窯跡（こうじんやま）

場所山梨市東576番地

時代平安時代後期

製品土師質土器杯・皿

山梨市の北西、笛吹川右岸の荒神山南斜面の標高426ｍに立地する。ブドウ園で削平された

部分より、３カ所の焼土が検出され、周辺より土師質土器が採取された。

参考文献山梨市教育委員会１９８７『荒神山』
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第50図荒神山窯跡全体図（報告書より）
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10．権現堂遺跡

場所南巨摩郡増穂町春米字南山

時代平安時代後期

製品宝塔形泥塔、土師質土器坪・皿

甲府盆地南西部、櫛形山の山裾に位置しており、標高390ｍの緩斜面に立地する。宝亀元年

(770）創建の寺伝をもつ明王寺の寺域地にあり、古絵図によれば周辺には権現堂、大日堂、鐘

楼堂などの建物が存在していた。また、明王寺に伝えられる権現堂鰐口は、「貞雁三年二月十

五日甲斐国西郡高林内中尾権現宮之全願主阿闇梨長慶」（1224）の銘があり、国指定重要文化

財に指定されている逸品である。

本遺跡は町教育委員会が昭和60年～62年の３年間にわたっておこなった学術調査の結果、発

見されたもので、平安時代の仏教文化（泥塔供養）を知るうえで、全国的にも注目されている

遺跡である。

泥塔は山の斜面を５ｍ×５ｍの方形に造成した平坦面中央の土坑で焼かれたもので、土坑は

3.2×1.6ｍ、深さ20cmの規模で、この上面にも焼成面が存在した。士坑及びこの周辺から焼土．

灰・炭とともに泥塔・土師質土器が出土している。出土した泥塔の破片数は1198点で、完形品

に復元できたものはないが、高さ11～12cmの宝塔形である。

参考文献増穂町教育委員会１９８９『権現堂遺跡』

農乞

謹渥lｉ
鰹

議議窪
ﾘモ

認

鍵鍵溌i灘ii寒識輔

毒蕊蕊蕊蕊蕊蕊:蕊課雲
/１，零E全Ｈ

謬弓密圭J漫

'ｂロト

第52図権現堂遺跡位置図（報告書より）
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第53図権現堂遺跡平面・断面図（報告書より）

第54図権現堂遺跡（報告書より）
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11．上ノ段遺跡（うえのだん）

場所南都留郡河口湖町船津字上ノ段

時代平安時代後期

富士山北麓の河口湖南側にあり湖より一段高くなった台地上に立地する。昭和初期に民家

の移転によって偶然に発見されたもので、報告者の仁科義男氏は「現在の桑園表面から窯の上

端までは約１米十糎余を有したもので、窯はその口を西北に開き、全く水平に造られていた。

遺物としては粘土塊・土器破片・木炭・灰分等で、是等はその内部や周囲から検出しているが、

断面の各層中には土器片の包含を見なかった」また、「側壁及上蓋は数個の安山岩（付近には

溶岩のみ存す）にて造形され、これを全体に粘土でもって被覆したもので、上方より之を見れ

ば恰も布団を被りて仰臥せるが如き形態にして全く水平の位置をとれり。長さ九五糎、高さ

(口元中央ニテ内径）三五糎、幅（口元中央ニテ内径）四五糎」と報告している。

図及び報告文を読んで判断する限り、平安時代の竪穴住居に設置された篭のように考えられ

る。出土土師器も杯・髪形土器などであり、住居の竃内部や周辺に散布していた物ではなかろ

うか。

参考文献仁科義男１９３２「富士山麓の古代窯跡について」『山梨県史蹟名勝天然紀念物調

査報告』七

第56図上ノ段遺跡位置図
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第２節中世・近世の窯

12．信玄焼窯

場所東山梨郡牧丘町西保

時代中世（？）～近世

製品茶碗・土鍋・土製玩具

現在では窯の位置は明らかではないが、次のように伝えられている。

「この焼物は、東山梨郡西保地方にて製作された焼物で、その創始は武田信玄の殖産奨励に

よって起こったものと伝へられている。焼物は茶碗・土鍋その他土製玩具であったが、現在は

製作されない。」（遺跡の位置は近代の瓦窯業跡）

参考文献１９３６「山梨県総合郷土研究』
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第58図信玄焼窯跡位置図

13．武骨焼窯（信玄焼窯）（ぶこつ）

場所塩山市三日市場3237（真島孝三）

時代江戸時代安政元年（1854）～大正初期

製品人形・日用品雑器

安政元年（1854）、真島幸右衛門は江戸日本橋より三日市場に移り住み、信玄焼．武骨焼を

作った。幸右衛門は真島家の次男で、江戸に住んでいるときは鳩笛を作っており、＜鳩の定

助＞と呼ばれていた。

参考文献丹後裕美１９８９「武骨焼」『山梨百科事典』山梨日日新聞社
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